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I . は じめに

全学の学生を対象と した ､ コ ソ ピ ュ
ー タ へ の 入 門編

と し て の総合科目を平成 9 年度からは じめた ｡ コ ソ ピ

ュ
ー タ の歴史 ､ - - ド ゥ エ ア ､ ソ フ ト ウ エ ア ､ ヴ ァ

ー

チ ャ ル リ ア リ テ ィ ー

､ コ ン ピ ュ
ー タ ア ニ メ

-

シ ョ ソ ､

リ モ ー ト セ ソ シ ソ グ､ ロ ボ テ イ ク ス ､ コ ソ ピ ュ ー タ と

医療 ･ 福祉 ､ 情報通倍などを含む総合的な科目で ある｡

情報化社会の 中心 に位置する コ ソ ピ ュ ー タ とそ の応用

に つ い て ､ 広く理解してもらう ことと した ｡

2 . 講義の 内容

[科目の概要]

近年 ､ コ ン ピ ュ
ー

タ ､ ワ
ー プ ロ ､ パ ソ コ ソ ､ C D プ

レ
ー ヤ ･ ･ ･

身の 回りには電子機器が溢れ ､ 生活や社会構

造まで も大きく変化 してきて い る｡ 今 や コ ソ ピ ュ ー タ

な しの生活は考えられな い が ､
一

般 に コ ン ピ ュ
ー タ は

不思議なもの と の 印象が強く ､ よく理解されて い る と

は い え ない ｡ そ こ で ､ こ の 講義 で は ､ ｢ コ ン ピ ュ
ー タ

の 歴史から､ 仕組み ､ 応用を含む コ ソ ピ ュ
ー

タ の 世界

へ のお誘い+ を
一

貫 した テ
ー

マ とする｡ 講義は1 0 名の

教員に より ビデオ等を使い ながら行うが ､ 内容は文系 ､

理系を 問わず理解で きるもの と し､ 幅広 い 観点から最

新 の コ ン ピ ュ
ー タ の世界を概観する｡

[授業計画]

20 世紀後半､ コ ン ピ ュ
ー タ の 発明を契機 と して ､ 社

会は驚く べ き発展をとげ､ 情報化社会 - 突入 して きて

い る｡ 2 1 世紀､ あらゆ る と 卜の 活動に コ ン ピ ュ ー タ が

関わる コ ソ ピ ュ ー タ 社会をむかえ ると予測されて い る｡

こ の ような状況の 中で ､ コ ン ピ ュ ー

タ と は何だろうか ､

ど の様にな っ て い る の だろうか ､ 何 に応用 できる の だ

ろうか ､ 様 々 な疑問が浮かぶ ｡ こ の授業 では ､ コ ン ピ

ュ
ー タ の歴史から最近の コ ソ ピ ュ

ー タ の世界に つ い て ､

種 々 の最新の 応用を例に取りなが ら論述す る｡ 以下､

各回 の 内容を示す ｡ (教員名 : 敬称略)

1 (教員名 : 仙石正和) ｢ コ ン ピ ュ ー

タ へ の 招待+ 全

体の授業の 流れ ､ 概要に つ い て述 べ る ｡

2 ( 教員名 : 山崎
一 生) 電脳 の 出現 - 古今 コ ソ ピ ュ

ー タ物語､ に つ い て述 べ る ｡
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3 (教員名 : 宮崎正弘) コ ソ ピ ュ ー

タ の ソ フ トウ エ ア

とは ? ､ に つ い て述 べ る ｡

4 (教員名 : 石井郁夫) コ ン ピ ュ ー タ の ハ
ー ドウ エ ア

とは ? ､ に つ い て述べ る ｡

5 (教員名 : 宮崎正弘) 人に優しい コ ソ ビ ュ ー タ ､ に

つ い て 述べ る ｡

6 (教員名 : 石井郁夫) 本物みたい な嘘の世界 一 バ ー

チ ャ ル リ ア ル テ イ ､ ､ に つ い て述 べ る ｡

7 ( 教員名 : 山本正信) コ ソ ピ ュ ー

タ ア ニ メ
-

シ ョ ソ ､

感性情報処理 ､ に つ い て 述 べ る｡

8 (教員名 : 山 口芳雄) 電波による宝探 し - リ モ ー

トセ ソ シ ソ グ､ に つ い て 述 べ る｡

9 ( 教員名 : 岡田徳次) 知覚と知能をも つ 機械 一 口

ポ ッ ト､ に つ い て述べ る ｡

10 (教員名 : 木竜 徹) コ ン ピ ュ ー タ が支える医療と

健康 ､ に つ い て 述 べ る ｡

l l (教員名 : 林 豊彦) コ ソ ピ ュ ー タ で み る体 の 中 ､

に つ い て述 べ る｡

1 2 ( 教員名 : 牧野秀夫) 福祉社会と コ ン ピ ュ ー

タ ､ に

つ い て述 べ る ｡

1 3 ( 教員名 : 仙石正和) コ ン ピ ュ ー タ と情報通信､ お

よび､ 未来に つ い て述 べ る｡

[授業に当た っ ての留意事項]

授業時間中に宿題 ( レ ポ
ー

ト ｡ 評価に用い る) を 出

す の で ､ 毎時間必ず聴講する ことが大事で ある｡

[成績評価の方法]

毎週講義が終わる毎に ､ 宿題が出され ､ 1 週間後に

レポ ー トと して提出させる ｡ そ の レ ポ
ー ト の合計評価､

及び出席状況､ 授業 の 受講状況等に よ っ て成績の評価

を行う｡ そ の ため ､ 最終試験などは ､ 行わない ｡

[使用テキス ト]

仙石正和他著 ｢ 電気の 不思議+ ( コ ロ ナ社､ 1 , 2 0 0 円)

3 . 授業の方針

情報化時代の 中心 的役割を演 じて い る コ ン ピ ュ
ー タ

の 発祥の歴史､ そ の原理 ､ お よび応用まで ､ 幅広く紹

介するこ とを目的と した ｡ 但 し興味本意の 表面的な紹

介に陥らない よう､ 理 工系 の学問､ 技術におけ る基本

的な考え方や方法論も重視 しながら行 っ た ｡ 昨今 ｢ 理

工系離れ+ が社会問題に な っ て い る｡ 技術立 国日本に

おい て ､ 唯
一

の 資源 で ある技術系人材の確保に赤信号

が点 っ て い る ｡ 識者に よ っ て ､ 未来に対す る色 々 な分

析が なされ､ 色 々 な主張が なされる中で ､ 2 1 世紀の わ

が国が よ っ て 立 つ べ き最大の もの は
"

科学技術
' '

で あ

る こ とは
一 致して い る｡ 21 世紀の技術はさらに高度化

し､ そ の 高度化 した技術を支える優秀な人材が ､ 必要

で あるに もかか わらず､ 理 工系を嫌う若者が増え て い

る｡ コ ン ピ ュ
ー タ の 紹介をしなが ら､ そ の魅力を理解

して もら っ て ､ 理 工系離れの 防止を目指すこ とも目的

の
一

つ と した ｡

本講義は ､ T V に よる新潟大学放送公開講座 ( 平成

7 年) ｢ 電気の 不思議! - エ レ ク ト ロ ニ ク ス 最前線- +

の 内容を
一

部 の コ ソ ピ ュ
ー タ関係部分を抜粋したもの

である｡ そ の た め､ オ ム ニ バ ス 方式 の講義で はあるが ､

講義 の ス ト
ー リ ー は 終始

一

貫 して い る ｡ しか し焦点が

ぼ け る可能性があるの で 注意深く講義を行う ことと し

た ｡ ま た ､ T V の ビ デ オも必要に応 じて有効に利用す

る ことと した ｡

4 . 学生の反応

[受講学生の分布]

聴講者

人文学部 2 2 人

教育学部 3 5 人

法 学 部 3 8 人

経済学部 2 5 人

理 学 部 7 9 人

工 学 部 16 6 人

農 学 部 3 9 人

合 計 40 4 人

なお､ 受講希望者が多か っ た ため ､ 工学部電気系学

料 ( 電気電子工学科､ 情報工学科う の学生 ( 10 0 人以

上希望者がい たが) の 受講は遠慮願 っ た ｡
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[学生の感想文から]

･

価値観 の多様性は テ レ ビ ･ ラ ジ オとイ ン タ ー ネ ッ ト

で は比 べ物にならない ｡ そ のうちイ ン タ ー ネ ッ トとウ ェ

ブ によ っ て育 て られた世代の 時代が必 ずや っ てく る｡

そ の世代は何千 ､ 何万 もの 異な っ た世界観と文化に親

しん で い くはずだ｡ そ こ に ｢ メ イ ン ス ト リ
ー

ム+ は存

在 しない ｡ 間違 い なく世界は変わる｡ そ の過程を目の

当た りに できる の だ｡ 僕 は今か ら楽 しみ で しかたが な

い ｡

･
コ ン ピ ュ

ー タ に対する知識を再確認 できま した ｡ 今

は化学と い う道を歩ん で い ますが ､ 子供 の こ ろ の 自分

の夢を思い 出す こ とが で き､ コ ン ピ ュ
ー

タ - の 興味が

また湧い てきま した ｡ 本当に こ の講義をと っ て 良か っ

たと思 っ て います ｡ 慶' り がとう ござい ま した｡

･ コ ソ ピ ュ ー タ の 話題からはずれる先生もい たが ､ 毎

回大変た めになる講義が聴けて 良か っ た と思う｡ 毎 回

先生が代わるの は新鮮だ っ た ｡

･ 人々 の生活が科学とい うもの によ っ て ､ 豊 かに な っ

た と い う現状は ､ それとともに ､ 現在 の生活が
一

日舜に

して 消え散るかも しれない という危険をも生んだ｡ 電

気機器 の便利さにおぼれ､ 楽 で楽 しい 生活だけを送り

たい とい う考えは危険 であろう｡ 我 々 は科学に よ っ て

豊かに な っ た こ の生活を手放す ことは できな い ｡ 科学

を利用 した 生活の安全整備を行 っ て い か なくて は い け

ない だろうか ｡ 我 々 は ､ 今 の生活を守るために ､ 科学

の 力を使 っ て い か なく て は い けな い だ ろう｡ 人 々 の幸

せ な未来を創造 して いくた めにも､ 科学 の 力とい う の

は ､ 正 しく扱われて い かねばい けない と思い ます｡

･ こ れか らの マ ル チ メ デ ィ ア社会は デ ィ ジタ ル 化に よ

る社会の均質化を防ぎ つ つ ､ 社会問題に マ ル チ メ デ ィ

アを利用す るこ と で ､ そ の解決をはか りながら､ こ れ

ま で の情報化社会の 中でおきた欠点をカバ
ー

し､ も っ

とも っ と研究を進め て い く必 要が あるだろう｡ こ れか

らの マ ル チ メ デ ィ ア は人間にやさ しい ､ 使い 勝手の 良

い もの を目指す べ き で ある｡

･ 未来は コ ソ ピ ュ
ー タ の世界に なるだろうが ､ 私 たち

は 自然の 力なく して は ､ ま だ生きて い け な い ｡ 資源に

も限界が ある｡ ｢ コ ン ピ ュ
ー タ - の 招待+ と い う講義

を受けて 思 っ た ことは ､ コ ソ ピ ュ ー タ は結局 ､ 人間が

楽に生きるための 手段なの だという ことだ｡ しか し､

あまりにも コ ン ピ ュ
ー タ が発達して しま っ た ら､ 人間

は退化 して しまう気がする ｡ 『ど こ で も ドア』 が ほ し

い と思うの は ､ 退化の始まりなの かもしれない ｡

･ 日 本は将来高齢化社会を迎 える｡ そ こ で は家に い な

が ら医者の診察が受け られる ようになると い う｡ しか

し､ 医者が直接に患者を診れなくなれば､ きめ の 細か

い ケ ア が できなくなる恐れが あり ､ また誤診にも つ な

がりやすくなるだろう｡ それを防ぐためには､ コ ソ ピ ュ
ー

タ は 万能 で あるとい う思い 込み を捨て る こ とが必要だ

と思う｡ これは他の分野で も言える こと で ､ 人間は コ

ン ピ ュ
ー タ をうまく使 っ て い か なければならない ｡

･ 伝送 できるもの の ｢ 多様性+ だ け で なく ｢ 対話性+

と ｢ 即時性+ を同時に満足するもの を指 して
``

マ ル チ

メ デ ィ ア
''

と い う定義で ある｡ テ レ ビ が マ ル チ メ デ ィ

ア通信で はな い ! と い う嘘の ような事実に驚かされた ｡

目 が見え な い寝たきり の 人が ､ ロ ボ ッ ト の差 し出すお

茶を女の人が持 っ てき て くれた ように思う バ
ー チ ャ ル

リ ア リ テ ィ も､ は た して 良い こ となの だろうか ｡ 人間

が生まれ て か ら 1 つ も動くこ となく ベ ッ ドの 中 で バ
ー

チ ャ ル リ ア リテ ィ の世界で生きて い くような恐ろ しい

未来に ならない で欲 しい と思う｡

5 . 担当教員の反応

す べ て の授業が終了後､ 担当頂い た10 名 の 教員全員

に ､ 以下 の ア ン ケ
ー トを行 っ た ｡

[担当教員 へ のア ンケ
ー

ト]

1 . 教養科目を初めて 担当 したか ｡

( 1) は い (2) い い え

2 . 受 講人数が 多か っ た 理 由は何 と思うか ｡ ( 複数選

択可)

(1) コ ン ピ ュ
ー タ に学生が 興味を持 っ て い るから｡

(2) 裏番組が ない から

(3) 学生が コ ソ ピ ュ ー タ を勉強 して おい た ほうが将

来有利 と考えたから

¢) 担当講師が学生にと っ て 魅力的だか ら

(5) そ の 他｡ ( 具体的に)

3 . 公 開講座の ビ デオを使 っ たか ｡

(1) は い ( 4 ｡ へ) (2) い い え ( 5 ｡ へ)

4 . ビ デ オを見せたときの学生の反応 ｡
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(1) 興味をも っ た ようだ (授業に効果的であ っ た よ

うだ) 0

(2) 興味を持た なか っ たようだ ( 授業に効果的で な

か っ た ようだ) ｡

そ の 理由 ( )

(3) 分か らない ｡

5 . こ の ような ､ 総合科目は意味が ある の か ｡ ( 位置

づけ)

(1) あ る｡ ( どの ような意味があるの か 説明 :

)

(2) ない ｡ ( な ぜ か ｡ で は ､ ど の ような科目が必要

か ｡ : )

(3) なん とも言えない ｡

6 .

-

科 目を多くの先生が教える メ リ ッ トと デ メ リ ッ

ト ( 賛成の もの複数選択可)

(1) 焦点がぼける｡ ( デ メ リ ッ ト)

(2) 学生 の理解度をチ ェ ッ ク で きにくい ｡ ( デ メ リ ッ

ト)

(3) 広 い範囲を短時間に講義で きる｡ ( メ リ ッ ト)

(4) そ の他 ( 具体的に : )

7 . 総合科目を担当して の 各教員の 感想 ( 担当教員名:

)

[ ア ンケ
ー

ト結果]

教養科目を初め て担当 した教員は ､ 6 名で ､ 残 り 4

名は教養科目担当経験者で あ っ た ｡ 受講人数が多か っ

た理由は何と思うか ｡ ( 複数選択可) の 問い に対 して

は ､ ( 1) コ ソ ピ ュ ー タ に学生が興味を持 っ て い るか ら､

が
一

番多く10 名｡ 次 に(3) 学生が コ ン ピ ュ
ー

タ を勉強 し

て おい たほうが将来有利と考えたから､ が 7 名､ 次が ､

( 5)そ の 他 : 勉強が不 要で ､ 容易に単位が取得できそ う

だから､ が 4 名､ ( 2) 裏番薙が な い から ､ が 3 名､ 最少

は¢)担当講師が学生にと っ て魅力的だ から､ で 非常に

少なく ､ 1 名 で あ っ た ｡

授業に ､ 公開講座の ビ デオを使用 した教員が ､ 7 名

おり ､ ビ デ オを見せ たときの学生の 反応は ､ ほ とん ど

の 教員は学生が興味を持 っ た と感 じ て い る ｡

こ の ような ､ 総合科目は意味が あるの か ｡ ( 位置づ
/

け) の 問 い に ､ 6 名 はあると答え ､ 1 名 がない ､ 3 名

が何とも言えない と答え て い る｡ 意味が な い と の意見

の 内容は､ 予習､ 復習が不要で ､ 殆ど勉強する必要が

ない ､ 勉強が必要な内容の ある科月 とす べ きだ､ また ､

講師の 寄せ集めによる科目 で は ､ ス ト
ー リ ー

の ある内

容とする ことは困難で はない か ､ と の意見あ っ た ｡ (3)

何とも言えない ､ の 説明として ､ 以下の 意見が あ っ た ｡

広 い 範囲の知識をまとまりよく教えるとい う点で は

効果が あると思う｡ しか し､ 大学 の 2 単位 の 講義とし

て相応しい かとい うと疑問が ある ｡ 単 に表面的な知識

を与え るだけでなく ､ あ る機能を実現するため に問題

点をどの ように解決 して きた かとい うような ､ 物事の

考え方を教えた い が ､ あまりにも時間が短すぎる｡ 項

目を現在の 1 / 3 か ら 1 / 4 に減ら して ､ それらを例

題に した 工学的な物事の 捉え方 ､ 考え方を教え る内容

に し て はどうか ｡

-

科 目を多く の先生が教える メ リ ッ トとデ メ リ ッ ト

(賛成の もの 複数選択可) に つ い て は ､ (3)広い 範囲を

短時間に講義 で きる｡ ( メ リ ッ ト) が ､ 8 名 ､ (2)学生

の 理解度をチ ェ ッ ク で きにくい ｡ ( デ メ リ ッ ト) が ､

7 名､ (1)焦点が ぼける ｡ ( デ メ リ ッ ト) が 6 名 で あ っ

た ｡ また ､ (4)そ の他 の 意見と して ､ 教員にと っ て も､

1 時間 の 中で できるだけわか り易く説明す る訓練にな

る ､ と いう意見や ､ 通常 の科目も複数教員 ･ 講師 の 担

当に した方が良い ､ との 意見があ っ た ｡

以下に ､ 総合科目を担当して の 各教員の 感想 (担当

教員名敬称略) を載せ る｡

( 担 当教員名 : 山崎
一 生)

聴講者が多過 ぎて ､ 副教材を配布するの に も1 0 分以

上 ､ 紙を回 し て 出席をと っ て も時間内には紙が全員の

と こ ろ - 回らな い ､ レ ポ
ー トも魔大な数 ､ とい う よう

な状況で ､ まともな < 授業 > とは言い難か っ た ｡ 0 0

がどん なもの かをおぼろげながら､ 学生さん に分か っ

て もらい ､ 少 しで も興味を高めて もらう ことに､ 総合

科目 の狙 い がある の な ら､ や る意味が ある と思う ｡ そ

んな ことは ､ 自分 で自主的にやればよい と思うのだが ､

そ うい う ことまでや らなくて は い けな い の が ､ 現在 の

大学か も知れない ｡ が ､ < 学問> と はほど遠い の で は

なか ろうか｡

(担当教員名 : 宮崎正弘)

受講者が多く ､ コ ソ ピ ュ ー タ へ の 関心 の 深さを実感

した ｡ ビ デ オや O H P な ど の 視聴覚機器を使い ､ い か
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に最先端の 話題をわかりやすく説明するかとい う点に

苦心 した ｡

( 担当教員名 : 石井郁夫)

受講者数が約4 00 名､ 1 テ ー マ に つ き 1 コ マ の 講義

で あ っ た の で ､ 教材を作成 したり, プ レ ゼ ソ テ
ー シ ョ

ソ 器材を活用 した り し て できる限り の 工夫を した が ､

結果として用語解説の ような内容で終わ っ て しま っ た ｡

教 え る側にも伝えた い こ とが伝えられなか っ たと い う

不満が残 っ た ｡ テ ー

マ 数を減らして ､ 問題 の 捉え方 ､

解決の仕方など､ 工学的な考え方を伝える こ とが で き

るような時間幅が ほしか っ た｡

課題を与え ､ 解答と感想を書い て もら っ たが ､ 過半

数の学生は興味を持 っ て熱心に月恵話 して い た様子であ っ

た ｡ た だ､ 時間 の制約か ら難 しい 内容に踏み込め な い

状態だ っ た の で ､ 大学の 講義として相応 しい 内容であ っ

たか どうか疑問が残 る｡

こ れか ら専門的に学ぶ老にと っ て ､ そ の 分野の概説

科目 は学習の 計画を立 てたり ､ 意欲を高め る の に有効

で あると思う｡ しか し､ 総合科目は単発科目 でそ れき

りに な っ て しまうの で ､ 単 に表面的な解説 でなく ､ そ

の 学問の特徴 ､ 面白さな どを教え る奥行きを持 っ た内

容で ある べ きと思う｡ 多人数で 担当する科目は ､ 内容

の 奥行きが浅くなる傾向が あるの で ､ 学生に何を伝え

る のか を よく吟味 して ､ そ れ に必要な時間配分を考え

る必要があると感 じた ｡

( 担当教員名 : 山本正信)

教員の 負担が少なく て よ い ｡

( 担当教員名 : 山 口 芳雄)

とにかく､ 受講生が多い ｡ 受講生の レ ベ ル も様 々 で ､

話 の焦点が絞りにくい ｡ そ の 中 で ､ す べ て の 人にわか

るような話は ､ 極め て
一

般的な事柄になる傾向がある｡

そ の結果 ､ 課題を出すに して も､ 感想文程度にならざ

るを得ない の で ､ もう少 し受講人数制限を した方が良

い ように思う｡ ク ラ ス を 2 つ に分けるなど｡

( 担当教員名 : 岡田徳次)

内容的に は公開講座と同じであるが ､ そ の後新 しい

技術と して発表された 内容の テ
ー プを使 っ た｡ 全 て が ､

時代 の 先端を走 っ て い る研究の 内容で あり､ 聴講生の

ほとん どが驚きを感 じた ようだ ｡ こ の こ とは レ ポ
ー ト

の 内容から明らか で ある｡ 文系, 理 工系の 学生それぞ

れが ､ それぞ れの 分野の視点か ら コ ソ ピ ュ
ー タ技術の

応用に つ い て考え ､ 未来の 社会を考え る機会を作れた

こと で成果は大きか っ た と思われる｡

(担当教員名 : 木竜 徹)

科学番組の ような説明の 流れを必要とす ると考える

が ､ こ の ように講義を進め て いくに はか なりの準備と

進行の補助 ( プ レ ゼ ソ テ
ー

シ ョ ソ 棟器の操作等) を行 っ

て くれる人が必要｡ そ の ため ､ 日頃か ら色 々 な梯会を

見 て準備をしておく ことが重要と思われる ｡

学生 の講義に対する評価､ および学生の 理解度の評

価に関して は ､ 効率的な方法をあみださない とい けな

い だろう｡ 今後検討 した い ｡

( 担当教員名 : 林 豊彦)

あまり の 受講生の 多さに圧倒された ｡ そ の た め講義

とい うより ､ む しろ ｢ 演説+ に近くな っ て しま っ た よ

うな気がする ｡ 学生が コ ソ ピ ュ
ー タ に興味が あ っ て の

受講ならば､ うれ しい 限りだ が ､ 単 に単位が とりやす

そ うと考えた の ならば少 し情けない ｡ しか し､ そ の よ

うな学生にも コ ン ピ ュ
ー タ サ イ エ ン ス に興味を抱かせ

る ような講義をする ことが我 々 の 責務で ある｡ で きな

ければ ､ 教師と して の 才覚を疑われ て も しかた あるま

い ｡

大学進学率が平均4 0 % を越えた現在 ､ 大学に入学す

る学生全員が学問に興味が あると考える の は ､ もはや

無理 で ある｡ そうなると大学の社会的存在意義が問わ

れる ことになるが ､ 入学時には学問に興味が なくとも､

卒業するときに は ｢学問は面白い+ ない し ｢ 学問は世

の 中のた めにな る+ と思うように ､ 我 々 が教育で きる

ならば､ 大学の 存在は世の 中に認め られ続け ると思う｡

大学入試や研究業績に比 べ ､ こ れま で比較的軽視され

て きた大学教育 で あるが ､ ｢ 教育研究+ と い う言葉を

単に決まり文句で はなく ､ 実質 の あるもの に改革 して

い か な い 限り､ こ れだけ多くの 大学が存在 しなければ

い けない理由は近い 将来なくなるだろう｡

総合科目は ､ 単 に受験競争の 中で 目的意識なく大学

に入 っ て くる学生に ､ 専門分野に興味をも っ て もらう

絶好の チ ャ ン ス で ある｡ 新潟大学の学生は優秀 である

か ら ､ 少 し で も興味をも っ て もらえれば､ ど ん どん自

分か ら吸収 して くれる｡ そ の ト リガを誰が い つ かけ る

かが 問題だが ､ ま だ頭 の柔 らか い 1 年時に ｢ 本当 の専
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門家+ が講義するの が い ちばん い い と思う｡

総合科目は ､ まだ新 しい科目 で あり､ 試行錯誤の 段

階に あるとい っ て い い ｡ 多く の 先生が分担するた め深

みに はかけ るが ､ そ の 浅薄さは ､ それを専門とする学

生に は専門科目で補うことが で きる｡ そ の 意味で ､ 高

校教育と大学教育を つ なぐ橋渡しと して ､ 総合科目 の

も つ 意義は決 して小さく な い ｡ しか しそ の 評価は ､ 専

門科目との協調性の 中で総合的になされる べ き で あり ､

単独 で は単に カ ル チ ャ
ー

セ ン タ ー

的な科目に しかすぎ

ない ｡ 今後とも教養教育と専門教育に対す る確固た る

哲学とともに ､ それを具体化する教育 シ ス テ ム を模索

し続けなければならない だろう ｡

( 担当教員名 : 牧野秀夫)

･ 他学部の 学生の 意見が 聞けるの で面白い ｡

･ 積極的に展開 して ､ 学部 の P R を したらどうか ｡

･ 工 学は人間社会との 関わりが重要なの で他学部の

学生に工学系の 話しを聞い てもらうの は意味が ある｡

･ 留学生向けに英語資料を用意 した か っ た が ､ 時間

がなか っ た の で外国語系T A を雇用する費用を用意

して欲しい ｡

( 担当教員名 : 仙石 正和)

専門科目の 自分自身の講義の感想文のなかには ､ 時 々

ビ ク ッ とさせられる批判がある｡
一

方 で ､ こ の講義で ､

学生か ら の ､ 感想文を読ん で ､
こ の講義に関する批判

が非常に少ない ことに驚い た ｡ オ ム ニ バ ス 方式が ､ 比

較的気軽に聴講できる い わゆ る緊張感の ない ( い やな

授業で も 1 - 2 回我慢すれば終わるの で ｡) もの で あ

ると考えた の で あろうか ｡ そうだ とするなら､ 何らか

の 工夫が 必要で ある｡ い ろ い ろな形式の講義が あ っ て

良い し､ 但 しそれぞ れ際立 っ た特徴が あ っ たほうが良

い ように思う｡ 大学 の 教育の なか で ､ 各科月 が何の 目

的の 授業で あるか が ､ 明確にな っ た ときそ の 特徴が生

きて くる｡ それに して も､
一

般論 と して ､ 教養科目 と

専門科目あわせ て こ の ように多種類の科目が本当に必

要なのだろうか ｡ カ リキ ュ ラ ム ､ シ ラ バ ス などの 不断

の点検と ､ 従来の学問領域を超えた議論が必要に思う｡

く ことは ､ 執筆を依頼されたとは言え ､ か なり無謀な

ことで あ っ た ｡ そ の ため ､ あま りデ ー タなどがなくご

容赦を頂きたい ｡

事実､ 学生か らア ン ケ
ー

トをと っ た訳 では なく ､ 感

想文を読んで の結果で ある｡ そ の た め ､ 逆 に担当頂い

た10 名 の 教員の方 々 に ア ソ ケ - トを行 っ た ｡ ア ソ ケ
-

トは ､ 私 が適当に作 っ たが ､ 特別 の 意図が あ っ た訳 で

はない ｡ ただ､ 何となくオ ム ニ バ ス 方式 へ の 不安と､

先生方の 意識を知りたか っ た から で ある ｡ 先生方の感

想か らもお分か りの ように ､ それぞれ､ 教育に個性的

にか つ 非常に真剣に取り組んで おられる ことが分か っ

た ｡

学生 の 感想文か らは ､ 授業に対する批判のようなも

の は少なく ､ 好意的に受け 止め て い る ようで あ っ た ｡

また ､ 未来の コ ン ピ ュ ー

タ社会 へ の 不安､ 問題提起な

ど､ 批判精神も感じられ､ 何となくほ っ とした｡

担当教員の ア ソ ケ
-

ト で からは ､ 多く の 教員が総合

科 目
･ オ ム 主 バ ス 方式に対する不安を感 じて い るよう

で あ っ た｡ ただし､ こ の講義が ､ 新潟大学の T V の 公

開講座 で行っ た テ キ ス ト の 一

部を利用 した もの で あり ､

テ キ ス トを作製する段階で十分な討論の 上 ､ 項 目を厳

選 して あ っ た た め ､ 講義内容の 焦点が大きくぼけるの

は防い で い ると思う｡ また ､ 非常に多くの 受講希望が

あ っ た 理由と して ､ 教員は ､ 講義 の 内容そ の もの が良

か っ た と判断 し､ 担当教員自身の魅力で ､ 学生が多数

集ま っ たとは考え て い な い ｡ 当然な結果と して も､ い

か にも工学部の控えめ な教員の特徴を表して い ると思 っ

た ｡ そ の 他､ 多 く の 学生が 集ま っ た 理由と して ､ オ ム

ニ バ ス 方式の た めに ､ 日頃勉強 しなくて 良く ､ 単位取

得が容易で あると学生が
一

方的に考えた可能性がある

が ､ 結果は､ 単位取得率70 % で あ っ た｡ 単位取得率は

それほど高い とは思われない ｡ 私 の個人的な考えで は ､

単位取得率がそれほ ど高くない の は ､ 毎回 の レ ポ
ー ト

提出に学生が耐えられなか っ た の で はない か と思う｡

最後に ､ 急なア ソ ケ - ト に ご協力頂い た ､ 担当教員

の 先生方及び ､ 資料作成にお手伝い 頂い た阿達徹技官

に感謝の 意を表する次第です｡

6 . おわりに

は じめ て の総合科目の 担当で , こ の ような報告を書
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